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IV　植生の評価と植生の保護・保全

　調査域である千葉市内にはさまざまな籠生が生育している。それらの植生の中で一定の相観を

有し，植物群落として独立しうる最小面積を越える広さを占め，均一の立地条件下に生育してい

ると判断でぎる植生毎に，路上のオオバコ群落からスダジイ林，タブノキ林などの自然植生まで，

すでに述べられた手法で植生調査が行なわれた。同時に，．．しの条件を満足しないような不完全な

植生であっても社寺林や屋敷林として一つのまとまりがあるものに対しては，各階層別に出現種

のチェックを行なった。これらの資料は，潜在自然植生の判定に利嗣された。またこれからの新

しい環境爆全および環境創造に対する千葉市に現存する植生の評価と蟹1生の録護・保全への提言

の基礎資料として示されている。

1．守られてきた社寺林・屋敷林

　千葉市に残存生育する自然植生，特に常緑広葉樹林を調べてみると，その多くが神社・寺院・

墓地と結びついていたり屋敷林として積極的に保護されてきたものである。潜在自然植生がイノ

データブ群集やシラカシ群集ケヤキ亜群集であるところはケヤキ，ムクノキ，エノキといった落

葉広葉撰が優占するところもあるが，多くは常緑広葉樹林または常緑広葉騰にスギの混生した林
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　　　　　　　　Phot。！4　生蜜池脇の重俊院のイノデータブ群集。
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分を示しているのが社寺林であり，屋敷林である。千葉市内に生育する社寺林の主な林分として

以下に示される。

　　千葉市のおもな寺院林と神社林

　長作町・水神宮（イノデータブ群集，ヤブコウジースダジイ群集）

　長作町・長胤寺（ヤブコウジースダジイ群集）

　蔵石町・三代王神社（ヤブコウジースダジイ群集）

　横戸町・明泉41｝（イノデータブ禅集）

　大宮田」’・栄福寺・測隔寺（ヤブコウジースダジイ群集）

　大魚寺田∫・大粟寺（ヤブコウジースダジイ群集）

　検見川町・八坂神社（イノデータブ群集，ヤブコウジースダジイ群集）

　生直町・重俊院（イノデータブ群集）

　貝塚町・大六天神（イノデータブ群集）

　加曽利町・門蔵双ll｝（ヤブコウジースダジイ群集）

　稲毛町・浅間神餐L（イノデータブ群集，ヤブコウジースダジイ群集）

　大厳寺町・鷲宮神老［二（イノデータブ群集，ヤブコウジースダジイ群集）

　上月町・蜜月神社（イノデータブ群集，ヤブコウジースダジイ群集）

　畑町・：子安神社（イノデータブ群集，ヤブコウジースタジイ群集）

　員塚町・西光院（ヤブコウジースダジィ群集）

　平山町・三社神社（シラカシ群集）

　幕張町・宝瞳寺（ヤブコウジースダジイ群集）

　富岡1町。金城寺（シラカシ群集）

　猪鼻台・県文化会館（ヤブコウジースダ’ジイ群集）

　また有吉や虚実などの古い集落では，各屋敷内にシラカシ，タブノキ，モチノキ，カナメモチ

などの常緑広葉樹の高木林で囲んで先祖を詞っている例もみられる。

　しかし，これらの社寺林・屋敷林でも赤井，大声寺，有吉，六通に代表的な例をあげることが

できるような高木層，低木層，草本層の各層とも十分に繁茂した多層群落はきわめて限られてい

る。多くの社寺林・屋敷林は，管理ということで下生え，下草を刈ったり，落葉の除去等を行な

ったり，林床が人の往来で荒されていたりしている。高さ15mにも達する高木層がスダジイ，タ

ブノキ，シラカシで広く被われているにもかかわらず低木層および草本層の植物がきわめて貧弱

となっている。

　社寺林や屋敷林については，宗教的観点や防風林，防潮林としての機能などさまざまな観点か

らとらえることができると今時に健全な生活環境形成，環境保全という観点からとらえることも

できる。原植生がそのまま残されているのでも，種組成・群落構造などが完全な形で意識的に復

元したものでもない。しかし，スダジイ林，タブノキ林やシラカシ林で代表される自然植生に近



71

　　　　ヰゆドへ　　　　　　　　　　　ぽ　　　　　　　　　　の

一締㌻じじ：凹ヨll窪望
　　　　　　　　　争・・／・　｝　　、、　　　　　、　’　・　　　　　　・り・、・概

　　　タ∴r　　　　　　　　．凶麺．、誉町こ．
　　　」　…．＿欝欝鱈ヨ防ご’轟　　．嘱1烹蘂毒・騨

Phot．15子安神社のクロマツースダジイ林。京葉道路によって一部がけずられている。
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い林分は，古く人々が移り住むようになったときに広く生育していた植生であり，その後人口が

増加し活発で広い範囲での生活を営むようになっても，一方で伐採等の植生破壊があり，他方で

植生が復元するという形で実質的には各地にほぼ均等に配分・生育してきた。その間に何代にも

及ぶ世代交代をともないながらも土地利用，集落・都市の発達と植物群落の質的変化はほとんど

なカ・つたといえ，よう。

　したがって，慮然植生の構成種・郷土種による屋敷林や社r｛｝｝林が鍵i全な昌三育をしていることは，
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社寺林や屋敷林が果す受動的な物理・化学約機能とともに，それらの植生の健全な生育を促す生

物的環境を保証していたと考えられる。逆にいえば，植生ぱさまざまな生物的環境が保証される

ことによって持続しうるものである。

　環境保全の指標としても有効な麟然植生はスギ，ヒノキ，アカマツの植栽による人工林とちが

い時間の経過とともにより壮大な林分として生長し，存続してきた持続群落といえる。また常緑

広葉樹林が伐採されると2～4年でアズマネザサーススキ群集，10～15年でクヌギーコナラ群集

などの二次林が生育する。そして自然林が復元するにはさらに数10年を必要とする。しかし二次

草原や二次林と比較して自然確生ぱ安定性が高く，維持・管理費用が少く，果し得る多様な環境

保金機能・景観維持などで効果に質的差異を示す。

　社寺林・屋敷林という形で表現される林分は，景観を構成する！つの単位性をもつもので，こ

れからの環境保全・景観保全の一つの中核と考えられる。
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Phot．！6　落井瞬の台地斜面では屋敷の裏山にヤブコウジースダジイ群集，モウ

　　　　　ソウチク林がみられる。モミノキの大木もみられる。
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2．斜面とその植生の評価

　千葉市は，下総から．と総の北部にわたって武蔵野台地に続く洪積台地が広がっている。台地を

かこむように海岸から延びているのが沖積痴である。洪積層からなる台地と沖積層からなる低地

との接点に帯状に発達している斜商は，千葉市の地形的な特色であるとともに，人為的干渉に栂
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Phot．！7　稲毛駅を中心に小中台方面を望む。国道14号線に沿った斜面にはク・マツ林，

　　　　　ヤブコゥジースダジィ群集，マサキートベラ群集などが多くみられる。
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しては弱い立地である。

　洪積台地の斜面の植生は，都町，踏＼、」｝山や萩台町の周辺に例があるように常緑広葉樹林を意識

的に残していたり，モウソウチク林やスギ植林など群落高のある植分がみられるのも少なくない。

現存値生図には，洪積台地上が畑で沖積低地が水田となりその樹にある台地斜面がシラカシ群集，

イノデータブ群集やヤブコウジースダジイ群集などの常緑辮髪i樹林，クヌギーコナラ群集，スギ

一難，モウソウチク林などの植生域となっているのが最も一一般的である。

　台地斜面に植生が多く残されてきた理由としては，忌斜面のため平坦地と比較して土地の利粥

価値が低いという消極的鋤†似上に，何度か開発・一L地禾【J用が試みられたが軟弱な関東ローム層

で被われていたり，砂礫甲とローム層との接点であったりして裸地化することで崖崩れが続くな

ど不安定立地化するため保安林的姓格で積極的に残してきたと言える。また植栽や補植をするこ

とも行なわれてきている。台地斜頂iの植生として自然植生のみならず，薪炭林としてのクヌギ，

コナラ，クリ，イヌシデなどの二次林，クズなどつる植物で被われた落葉低木林，ススキやアズ

マネザサの二次草原もあり，これらの穂生が果している効果も無視できない。
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　台地斜面に生育する植生は，社寺林，屋敷林など塊状にあるのと異なり線状または帯状である。

線状または帯状の緑地帯は，それが斜面であればより効果的に，景観保全・環境保全緑地として

有効である。したがって台地斜面とその植生は基本的には保護し，必要に応じて積極的な復元が

のぞまれる。

3．　二次林の評価

　自然植生の常緑広葉撰林伐採後15～20年謄1に生育するクリ，コナラ，クヌギ，イヌシデなどの

落葉広葉樹林が二次林である。二次林の代表的なものとして長い間薪炭林として定期的に伐採す

ることによって存続してきたクヌギーコナラ群集を千葉市内であげることができる。最近！0～15

年間に千葉市を始め各地の二次林に2つの変化がみとめられる。

　第！に，他の自然度の高い植物群落と同様に，二次林の生育面積の急速な滅少があげられる。

植生の側からみれば，本地，オオバコ群落，メヒシバーエノコログサ群落（埋立て地雑草群落）

といった自然度の低い植生域の増加である。原囚は，造成地・ゴルフ場建設・宅地化などによる

都市化が急速にすすんでいることと用材としてのクヌギ，コナラ，クリの価値の減少があげられ

る。

　第2には，かつては定期的枝打ちや下草刈りを行なっていた林分も，薪炭林としての用材価値

を失ったり，枝打ちや下草刈りを行なうだけの人手を欠くために，放置されている傾向がある。

放遣されている二次林は，クヌギ，コナラ，クリなど夏緑広葉樹が優翻するが林床にはその立地

の潜在自然二胡に応じた自然植生構成種の多数生育していることである。

　クリやコナラなどの二次林が今日まで果してきた役割については，今後さらに検討の必要もあ

ろうが，群落高が10～！4mにも達する2～3層群落を形成する夏綴広葉樹林であるため自然植生

に準じる環境保全林として，また田園禦観保全の主役として機能してきた。同時に，生育面積が

広くある程度の人為的干渉と共存し，「雑木林」として人々の生活域と結びついてきた。

　千葉市でも市街地およびその周辺に生育する森林植生はきわめて限られている。したがって現

在まで市街地およびその周辺に生育するこ二次林は，市内の限られた緑地疽i積の中で重要な位概を

占めている。特に最近放置されている二次林では林床に常緑植物も多く生育している。林床の植

物が欠けるところぱ補植を行なうことによってより効果上縁地を形成することができる。

4。　本格的緑地を欠く市街：地・埋立て地

　市民の日常生活域に緑で代表される環境保全林・保全緑地が確保されていなければならないと

いう前提条件にたっとき，人々が最も多く集中して生活している市街地における緑の環境保全の

現状はあまりに貧弱である。また団地の例をあげるまでもなく現存するわずかな緑は単木的に植

えられた外来樹種，マテバシイおよび林床をまったく欠くタブノキやスダジイの単木にとどまる。

市の北西部で国道！6号線の周辺においてはクロマツが年々枯死している。土木・建設技術の進歩
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は比較的自然度の高い植生が残されてきた台地斜面までも高度な土地利用を可能にした。限られ

た緑が屋敷林・庭木など個人レベルで残されてきた古くからの市街化地域においても緑の後退は

著しい。

　岡様に，川崎町や稲毛海岸などの臨海埋立て地は，かつて海底であったところが山土や海底砂

によって埋立てられたものであるために植生が貧弱なことと同時に東京湾から吹く風や飛砂など

による環境問題を解決するため植生復元の必要性がとりあげられている。

　本格的な緑地を欠く市街地・埋立て地にあっては，従来の守る形での自然保護だけでなく，積

極的に緑の環境を創造し管理することによって健全な生活環境を保証することが要求される。


